
 

令和７年度農業研修生海外派遣事業茨城県推薦応募者選考実施要領 

 

令和７年５月 12日制定 

 

１ 趣旨 

 令和７年度農業研修生海外派遣事業実施要領（令和７年１月８日付け令７国農協１号、以

下、「実施要領」という。）に基づき、優れた農業技術、経営管理、販売技術等を修得するこ

とで国際社会に精通した将来の本県農業・農村を担う人材を育成するため、公益社団法人国

際農業者交流協会（以下、「協会」という。）の実施する農業研修生海外派遣事業の海外農業

研修（以下、「研修」という。）において研修生として推薦する者を選考する。選考の実施に

関しては、実施要領に定めるもののほか、この要領に定めるところによる。 

 

２ 応募の要件 

この要領による選考に応募する者（以下、「応募者」という。）の要件は、以下に掲げると

おりとする。 

（１）実施要領の第３に規定される応募者の資格を満たす者 

（２）研修終了後に、県内において農業に従事する者 

（３）基本的な語学能力を有する者 

 

３ 応募の期間 

 選考の応募期間は、令和７年５月 12日（月）から７月 18日（金）までとする。 

 

４ 応募の申請 

 応募者は、前項の募集期間内に以下の書類を農業技術課宛てに持参または郵送（消印有効）

することにより、応募申請を行う。 

（１）申込書（実施要領様式１） 

（２）健康診断書（実施要領様式２） 

（３）誓約書（別添様式第１号） 

（４）語学能力を示す書類（英語検定の合格証書等の写し） 

 

５ 選考内容 

 選考の審査項目は、以下のとおりとする。 

（１）取組意識 

目的意識、課題解決意識を持って農業や学業等に取り組んでいるか。 

（２）地域貢献意欲 

現在または研修終了後に、本県地域農業への貢献活動を行う意欲を有するか。 

（３）発展性 

現在の取組から、研修により発展の可能性があると判断できるか。 
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６ 選考方法 

 選考方法は、以下のとおりとし、推薦の可否は別紙「審査票」により行う。 

（１）書類審査 

海外研修の目的と題して、800字以上 1,200字以内で小論文を作成し、７月 31日（木）

までに農業技術課宛て提出すること。（電子媒体による提出可。その場合は電話連絡す

ること。） 

（２）面接審査 

   選考員による面接審査を行う。 

 

７ 選考員 

 以下の４名を選考員とする。 

  茨城県国際農友会 会長 

  公益社団法人 茨城県農林振興公社 担い手支援部次長（農業担い手育成担当） 

  茨城県農林水産部農業総合センター 専門技術指導員（担い手育成担当） 

  茨城県農林水産部農業技術課 研究・普及グループ課長補佐 

   

８ 選考日程 

（１）期 日 令和７年８月４日（月）～８月８日（金）のいずれか 

（２）場 所 茨城県庁 17階 農林水産部会議室 

（３）内 容 ①選考者事前説明 

 ②面接審査（時刻は応募者数により変更あり） 

 ③審議（別紙「審査票」に基づいて実施する。） 

 

９ 推薦の決定 

 選考により推薦することが決定したときは、別添様式第２号により速やかにその結果を

応募者へ通知する。 

 

10 協会への推薦応募 

 前条で推薦を決定した応募者について、実施要領の５の（２）により推薦書を作成し、

協会への推薦応募を行う。 
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別添様式第１号 

誓約書 

                            令和 年  月  日 

 茨城県知事 殿 

 

                     氏 名（自署）           

 

  令和７年度農業研修生海外派遣事業茨城県推薦の応募申請にあたり、以下の１から４

の事項に従い、将来、茨城県内に就農することを、誓約します。 

  この誓約が虚偽である、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることと

なっても、異議は一切申し立てません。 

                    

記 

１ 就農予定地（市町村） 

 

 

 

２ 就農予定時期 

 

 

 

 ３ 就農までのスケジュール（準備状況、予定等について具体的に記載） 

 内容（準備すべき

こと） 
実施時期 具体的な方法 

親

元 

・ 

自

営 

就

農 

(例)就農計画作成  令和○年 

○月中旬 

△△市農政課へ青年等就農計画認定

に関する相談、計画作成 

就農計画作成   

農地の確保   

販路の確保   

資金の確保   

機械・施設整備   

雇
用
就
農 

企業研究・訪問 
  

採用面接等準備   

 

４ 今後習得を予定している就農に必要な技術（具体的に記載） 

   

 

 

    茨城県          （ 市 ・ 町 ・ 村 ） 

 

 

令和  年   月 
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別添様式第２号 

  農 技 第    号  

令和 年  月 日  

 

 〇〇 〇〇 殿      

 

 

                         茨城県農林水産部農業技術課長     

                                

   令和７年度農業研修生海外派遣事業における茨城県推薦について（通知） 

 

 標記の件について、公益社団法人国際農業者交流協会長あて貴殿を推薦することに決定

いたしましたので、通知します。 

 なお、選考日程等については、同協会から別途通知されることを申し添えます。 
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（別紙）

氏名 研修希望地

審査内容 評価

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

可　・　不可

※評価について：不可がある場合は推薦しないこととする。不可の理由は必ず所見欄に書くこと。

小論文

所見

　④研修の目的が明確か。

　【目的】

　②研修で専攻する業種の農業経験か、研修実施の予定があるか。

　①海外研修への応募目的は適切か。

面　接

　⑥帰国後の計画及びビジョンがはっきりしているか。

　⑦本県で農業経営者として活躍する意思があるか。

　⑧本県地域農業への貢献を行う意思があるか。

　【現在の取組】

　⑨現在農業に関する取組を行っているか。

審　　査　　票

　【研修後】

　⑤研修の目的は希望する研修コースや業種に合致するか。

審査項目

　⑩研修により、現在の取組が発展する可能性があるか。

　【動機・知識】

　⑳帰国後の計画やビジョン等が記載されているか。

　⑱研修の目的を持っているか。

　⑰文章の展開は論理的で意味が明瞭か。

審査者名　：　

　⑫社交的で、団体生活等の適応力があるか。

　⑪本研修に対し、家族など周囲の理解は得られているか。

　③研修で専攻する業種について、十分な農業知識を有するか。

　【性格適性など】

　⑯外国語を学ぶ強い意欲があるか。

　⑮基礎的な英会話力を有しているか。

　⑭話し方や服装等が適切か。

　⑬理論的に話し、明瞭な会話をしているか。

　【語学能力】

　⑲研修の目的は希望するコースや業種に合致するか。

-6-


		2025-05-12T09:13:25+0900
	R0603-0170




